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「なぜ勉強するの？（国語編）」 －前期終業式をむかえて－ 
 

先日、前期終業式を行いました。４月からはじまった今年度も折り返し地点を
迎え、秋休みに入ります。 
式の中で私校長から「なぜ勉強するの？（国語編）」という話をしました。アン
パンマンがバイキンマンに言っている２種類のセリフを比べ、子どもたちにこの２
つのセリフのちがいを考えてもらいました。 
そして「なぜ勉強するのか？（国語）」についての私なりの考えを伝えました。
①相手の心を傷つけない言葉を学ぶため②相手を大切にする言葉を学ぶため

③自分も相手も幸せになる言葉を学ぶため。 
子どもたちにどこまでうまく伝えられたかは分かりません。でも、いつも学習で
使っている日本の国語の教科書には大切な言葉がたくさんあることを感じてく
れたらうれしいです。 

 
学年の枠を越えた学習活動 －２年国語「お手紙」５年生への音読発表－ 

いつもは同じ教室で同じ学年の友だ

ちの中で学習していますが、時々異なる

学年の友だちと学習したり発表し合っ

たりすることもあります。日本では異年

齢集団活動と呼ぶこともありますが、補

習校の場合はそれを教科学習の中で

行います。 

先日は２年生の子どもたちが５年生

の教室に行って、国語で学習した物語文の音読発表を行いました。２年生の子どもたちにとっては、自分よ

り先輩の教室へ行くことが、すでに緊張するのに、そこで発表するのですから、なおさら緊張したことでしょ

う。それでも、２年生は立派に自分のセリフをはっきりと発表していました。発表を聞いた５年生からも「よく

分かる発表だった」「みんな一生懸命がんばっていた」と感想を述べてくれ、教室は温かい拍手に包まれま

した。子どもたちがお互いに交流する中で成長していく様子を垣間見た気がしました。 
 
次のステップにつなげてほしい －通知表「あゆみ」－ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の笑顔あふれる補習校～ 

前期最後の日。各担任から子どもたちに通知表「あ
ゆみ」を渡しました。それを手にした子どもたちは、それ
ぞれに様々な思いを抱いたことでしょう。 
満足する気持ちや残念な気持ち、もしかすると納得
しがたい気持ちもあるかもしれません。願わくば、この
結果をなんとか次のステップにつなげてほしい、そん
な思いです。 

〇〇月〇〇日（〇）１３：３０より第２回

補習校漢字検定を行います。 

〇〇月〇〇日（〇）申込締め切りとなっ

ていますので、受検を希望される方はご

留意ください。Google フォームでのお申

し込みになりますが、その際、お子様の

Googleアカウントから入力していただき

ますようお願いします。 

第２回補習校漢字検定について 


